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「相愛大学研究論集」編集内規
平成 24年 7月 13日相愛大学総合研究センター運営委員会制定
平成 27年 6月 24日一部改正












第 3条 毎年度 1回、3月末刊行する。
















この規定は、平成 24年 7月 19日から施行する。
附 則
この規定は、平成 26年 6月 12日から施行する。
附 則
この規定は、平成 27年 6月 24日から施行する。
附 則
この規定は、平成 29年 4月 1日から施行する。
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「相愛大学研究論集」執筆・投稿規程
平成 24年 7月 13日総合研究センター運営委員会制定
平成 29年 12月 7日一部改正
1．執筆要領
























この基準は、平成 24年 7月 19日から施行する。
附 則
この基準は平成 26年 6月 12日から施行する。
附 則
この基準は平成 27年 6月 24日から施行する。
附 則
この基準は平成 28年 5月 18日から施行する。
附 則
この基準は平成 29年 6月 23日から施行する。
附 則























































平成 27年 6月 24日相愛大学総合研究センター運営委員会制定
平成 29年 2月 15日相愛大学総合研究センター運営委員会一部改正
（趣旨）















2 B 又は C 判定の通知を受けた執筆者は、通知を受けた日から 3週間以内に修正し再提出することができる。
（査読結果の報告）
第 5条 査読者は編集委員会に文書をもって査読結果を報告する。





第 7条 B 又は C 判定の執筆者が修正原稿を提出した場合は、同じ査読者が再査読を行い、その判定を受けて編集委員
会が審議を行い採否を決定する。














1．この内規は平成 27年 6月 24日より施行する。
2．この内規は平成 29年 4月 1日より施行する。
査読する論文の種類と重視する観点
◆ 総説に関しては、未発表のものであり、かつ論理性、有用性、特定の領域の全体像が示されている、読者に読みやす
い、の観点を重視する。
◆ 原著論文、研究ノートに関しては、未発表のものであり、かつ論理性、新規性、有用性、読者に読みやすい、の観点
を重視する。
〈別表〉第 4条関係
査読する論文の評価基準
◆ 論理性
（1）論文題目の適切性等。
（2）論旨、論拠等の論理性、妥当性、整合性等。
（3）論拠となる実験・調査等のデータの信頼性、妥当性等
◆ 新規性
（4）問題意識、課題設定、着眼点の新規性、独創性、適切性等。
◆ 有用性
（5）得られた知見・結論などの有用性、新規性、独創性等。
◆ 読みやすさ
（6）表現形成・用語・構成バランスの妥当性、適切性等。
◆ その他
（7）倫理上、問題性がないこと。
（8）特定の領域の全体像が示されている（総説）。
上記（3）については、該当する記載のある論文に限り評価を行う。
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